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深層ニューラルネットワークは，画像，文字等の様々な判別問題や回帰問題に対し

て広く利用されている．これまでに，様々な問題に対して適用されて，効果的なネ

ットワーク構造が提案されているが，問題に応じて適切なネットワーク構造を設計

するためには，ある程度試行錯誤や利用者の経験が必要となる．また，複数のアル

ゴリズムを組み合わせて回帰分析や判別分析の予測精度を向上する方法にアンサン

ブル法がある．本研究では，畳み込みニューラルネットワークを基本アルゴリズム

として採用するアンサンブル法において，ネットワーク構造やアンサンブル法にお

ける適切なハイパーパラメータを決定するために，遺伝的アルゴリズムを用いる方

法について述べる．さらに，妥当性を確認するために提案手法を幾つかの判別問題

に適用し，得られた結果について述べる．本論文の構成は以下のように，７章から

なっている． 

第１章は緒論であって，研究の背景，本研究の目的，関連研究等について述べる

とともに，論文の構成についても説明している． 

第２章では，研究における理論的背景について述べている．ニューラルネットワ

ークモデルにおいては，パーセプトロンから説明をはじめて，活性化関数やパラメ

ータチューニングなどの理論的背景について説明するとともに，これまでに提案さ

れている代表的な畳み込みニューラルネットワークについて紹介している．つづい

て，アンサンブル法の種類と理論，遺伝的アルゴリズムについて述べている．さら

に，比較対象として用いる手法であるサポートベクターマシンやランダムフォレス

トなどについても説明している． 
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第３章では，提案手法である畳み込みニューラルネットワークのアンサンブル法

において，ハイパーパラメータの設計に遺伝的アルゴリズムを適用する方法につい

て述べている．提案手法では，畳み込みニューラルネットワークにおけるフィルタ

ー数，ノード数，ドロップアウト率，活性化関数の種類，最適化法の種類，マック

スプーリング法の利用の有無，バッチ正規化法の利用の有無などを設計変数として，

より高い予測精度を示すネットワーク構造を決定するために遺伝的アルゴリズムを

用いる．このようにして決定された複数のニューラルネットワークを用いてアンサ

ンブルを行い，予測精度を向上している． 

つづく，第４章から第６章では，提案手法を３種類の判別問題に適応し，提案手

法の有効性を議論している． 

第４章では，人物の顔と声の特徴量を説明変数として，人物判別を行う問題を扱っ

ている．最初に，複数の被験者に協力を依頼して，被験者の顔写真と音声のデータ

を収集している．それらのデータのうち，顔写真データからは目や口などの位置デ

ータを特徴量として測定している．音声データからは，メルケプトラム係数などを

特徴量として計算している．これらの特徴量を説明変数として人物を判別するモデ

ルを提案手法によって決定している．解析結果より，提案手法の判別精度は，その

ベースとなったニューラルネットワーク単独の結果に比べて，高い精度を示すこと

を述べている． 

第５章では，人物の歩行写真から得られた歩行の特徴を説明変数として，人物判

別を行う問題を扱っている．最初に，複数の被験者に協力を依頼して，歩行行動の

写真を撮影している．1 回の歩行行動の撮影において 8 フレームの静止画像を取得

している．これらから，歩行者の身体的なサイズ，歩行時における関節の角度を測

定し，これらを説明変数として歩行者を判別するモデルを提案手法により決定する．

解析結果より，カメラに対する歩行方向によって判別精度が異なること，提案手法

の判別精度は，そのベースとなったニューラルネットワーク単独の結果等に比べて，

高い精度を示すことを述べている． 

第６章では，歩行者の写真から，歩行者の進行方向を判別する問題について述べ

る．最初に，複数の被験者に協力を依頼し，カメラに対して 0 度方向から 315 度方

向まで，45 度刻みの方向への歩行中の写真を撮影している．歩行中の写真を説明変

数，その歩行方向を目的変数として，歩行方向を判別するモデルを提案手法により

決定する．解析結果より，提案手法の判別精度は，そのベースとなったニューラル

ネットワーク単独の結果や，これまでに提案されている画像判別のモデルと比較し

ても高い判別精度を示すことを述べている． 

最後に，第７章は本論文のまとめであって，本研究で得られた成果について改め

て整理するとともに，今後の課題についてまとめている． 

 


